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慈
光
寺
の
算
額
の
一
問
目 

 
 

一
章
、
は
じ
め
に 

埼
玉
県
比
企
郡
と
き
が
わ
町
の
慈
光
寺
の
算
額

（
文
政
十
三
年
）
に
つ
い
て
は
、
第
17
号
の
中
で
久

田
善
八
郎
の
説
明
に
絡
ん
で
少
し
だ
け
触
れ
ま
し
た
。 

こ
の
算
額
に
は
三
問
あ
り
、
一
問
目
（
田
中
與
八

郎
）
は
容
題
、
二
問
目
（
馬
場
與
右
衛
門
）
は
穿
去

問
題
、
三
問
目
（
久
田
善
八
郎
）
は
楕
円
体
積
の
問

題
で
す
。
三
人
と
も
市
川
行
英
の
門
人
で
す
。 

三
上
義
夫
は
こ
の
算
額
を
評
し
て
、「
恐
ら
く
県

内
幾
多
の
現
存
諸
算
額
中
の
白
眉
と
い
っ
て
も
よ
い

も
の
で
あ
ろ
う
」（「
算
額
雑
攷
」
昭
和
17
年
）
と
述

べ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
傷
み
が
ひ
ど
く
今
は
公

開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

さ
て
、
こ
の
算
額
の
二
、
三
問
目
は
か
つ
て
解
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
一
問
目
は
「
い
つ
で
も
解

け
る
か
ら
」
と
の
思
い
で
放
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
ど
こ
か
心
の
片
隅
で
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
や

っ
と
重
た
い
腰
を
上
げ
て
解
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま 

 

し
た
。
そ
し
た
ら
関
係
式
は
直
ぐ
に
出
ま
す
が
、
具

体
的
に
解
く
と
な
る
と
変
数
の
消
去
な
ど
が
思
う
に

任
せ
ず
、
難
渋
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

仕
方
な
く
『
算
額
を
解
く
』（
大
原
茂
氏
、
平
成
10

年
）
を
見
て
理
解
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
で
は
何
の

変
哲
も
な
い
話
な
の
で
、
幾
つ
か
の
、
解
法
を
示
し

て
い
る
書
物
も
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 
調
べ
た
の
は
、『
算
額
を
解
く
』
の
他
に
、『
算
法

雑
爼
解
』（
梅
村
重
得
、
明
治
３
年
）、『
算
法
点
竄
手

引
草
』（
山
本
賀
前
、
天
保
４
年
）、『
算
法
雑
爼
解
義
』

（
岩
井
重
遠
・
白
石
長
忠
）、
そ
れ
に
『
反
転
法
と
算

変
法
』（
田
部
井
勝
稲
・
松
本
登
志
雄
氏
、
平
成
26
年
）

で
す
。
最
後
の
は
反
転
法
に
よ
る
も
の
で
、
慈
光
寺

の
一
問
目
の
解
法
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
理
解
す
る
こ
と
で
反
転
法
を
少
し
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。『
算
法
雑
爼
解
義
』
の
解
法
は
極
形

術
（
き
ょ
く
ぎ
ょ
う
じ
ゅ
つ
）

に
よ
る
も
の
な
の
か
、
理
解
す

る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

二
章
、
一
問
目
の
内
容 

 

一
問
目
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

今
有
如
圖
以
等
弧
背
抱
五

員
天
員
徑
八六

寸十
地
員
徑  

  

七一

寸十
問
人
員
徑
幾
何 

 

答
曰
人
員
徑
六
十
四
寸 

術
曰
以
地
徑
除
天
徑
名
極

平
方
開
之
六
之
加
極
及
一

个
以
除
天
徑
一
十
六
之
得
人
徑
合
問
（
員
は
円
の
こ
と
） 

 

（
今
図
の
よ
う
に
互
い
に
接
す
る
等
し
い
円
の
円
弧

の
間
に
五
つ
の
円
を
接
す
る
よ
う
に
し
て
、
天
円
の

直
径
が
六
十
八
寸
、地
円
の
直
径
が
十
七
寸
の
と
き
、

人
円
の
直
径
は
ど
れ
ほ
ど
か
。 

 
 

答
に
曰
く
人
円
の
直
径
は
六
十
四
寸 

計
算
方
法
は
、
地
径
（
地
円
の
直
径
）
で
天
径
（
天

円
の
直
径
）
を
割
り
極
と
名
づ
け
る
。
之
を
平
方
開

し
六
倍
し
極
及
び
一
を
加
え
た
も
の
で
天
徑
の
十
六

倍
を
割
り
問
に
合
う
人
径
（
人

円
の
直
径
）
を
得
る
） 

  

術
文
を
式
で
表
せ
ば
下
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

  

以
下
の
解
法
で
は
、
天(

上)

円
径
を
k
、
人(

甲)

円
径
を
x
、

地(

乙)

円
径
を
l
、
弧(

乾
、

下
と
も)

円
径
を
m
と
し
ま
す
。 
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知れない。が試行錯誤の結果かも

いる。整理しながら解を得て

うまくうに最初は感じたが、力ずくで解いているよ

（答式）

りの計算）になる。（この間かな

の一次式局次のようなの項は消えて行き、結

次式になるがのして行くと⑧を⑨に代入して整理

⑨⑦より、

⑧省略また、

⑥より、
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得る、というもの。方程式から求める解を

のを消去してを求め、⑦に代入して方針は、⑥より

⑦　　　
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けである）

異なるだの線分の注目の仕方が（同じ手法だが

である。かにすっきりした解法三章の解法より、はる

答式を得る。この式に⑭を代入して

⑬から、また⑪

⑭から、＋⑬⑪

⑬（二矩合）
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三
章
、「
算
額
を
解
く
」
の
解
法 

 
第
１
図
を
も
と
に
計
算
し
ま
す
。 

 

四
章
、『
算
法
雑
爼
解
』
の
解
法 

 
東
北
大
に

あ
る
原
本
を

見
る
と
（
ネ

ッ
ト
か
ら
ダ

ウ

ン

ロ

ー

ド
）、文
字
が

滲
ん
で
い
て

見
づ
ら
い
個

所
も
あ
り
ま

す
が
前
後
関

係
か
ら
ほ
ぼ

解
読
で
き
ま

す
。 

 

な
お
、
左
図
の
よ
う
な
旁
書
式
は
、
次
の
よ

う
に
読
む
こ
と
が
出
来
、
そ
の
式
は
下
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。 
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『算法雑爼解』の原文（東北大） 
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極

として極＝

で除して、

を

五
章
、『
算
法
点
竄
手
引
草
』
の
解
法 

 

こ
の
解
法
は
『
算
法
雑
爼
解
』
の
解
法
と
ほ
ぼ
同

じ
で
す
が
、
余
分
な
こ
と
も
な
く
す
っ
き
り
短
く
書

か
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
三
章
で
示
し
た
答

式
か
ら
さ
ら
に
変
形

し
て
次
の
よ
う
し
て

い
ま
す
。
何
故
こ
こ

ま
で
行
う
の
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。 

  

術
文
は
こ
の
最
後

の
式
か
ら
次
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。( 

)

内
は
筆
者
追
記
で
す
。 

  

術
曰
上
径(

k)

を
置
乙
径(

l)

に
割
平
方
に
ひ

ら
き
三
個
を
加
へ
四
に
割
是
を
懸
合
せ
内
五
分

(

0.5)

を
引
餘
里
以
て
上
径
を
割
甲
径(

x)

を
得

て
問
に
合
す 

 

時
代
的
に
は
『
算
法
雑
爼
解
』
よ
り
こ
の
『
算
法

点
竄
手
引
草
』
の
方
が
37
年
古
く
、
算
額
の
掲
額
の

文
政
十
三
年
の
三
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

『
算
法
雑
爼
解
』
が
こ
の
解
法
を
見
た
か
ど
う
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。 

 

六
章
、
反
転
法
に
よ
る
解
法 

 

反
転
法
は
一
八
三
一
年
に
ド
イ
ツ
の
数
学
者
に
よ

っ
て
発
案
さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。
任
意
の
点
を
そ
の

点
か
ら
原
点
ま
で
の
距
離
の
逆
数
に
比
例
す
る
距
離

に
移
す
、
と
い
う
写
像
変
換
の
一
手
法
。
多
く
の
円

や
球
が
外
接
や
内
接
し
て
い
る
問
題
に
向
い
て
い
る
。 

日
本
で
は
反
転
法
の
萌
芽
と
見
ら
れ
る
極
形
術
が
一

八
二
〇
年
代
に
は
現
れ
、
そ
れ
を
基
に
反
転
法
と
よ

く
似
た
算
変
法
と
い
う
手
法
が
法
道
寺
善
に
よ
り
一

八
六
〇
年
ま
で
に
は
完
成
さ
れ
た
（
以
上
『
反
転
法

と
算
変
法
』）。 

 

こ
の
反
転
法
で
慈
光
寺
の
当
該
問
題
を
『
反
転
法

と
算
変
法
』
に
は
解
い
て
い
る
例
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
を
要
約
し
て
次
に
示
し
た
い
。 

  

天
円
同
士
の
接
点
（
第
１
図
の
Ａ
点
）
を
反
転
中

心
（
原
点
、
Ｏ(

オ
ー)

）
と
し
た
反
転
図
を
第
２
図
に

示
す
。
天
円
は
直
線
Ｋ1
に
、
弧
円
は
Ｍ1
に
、
人
円

は
Ｘ1
に
、
地
円
は
Ｌ1
に
変
換
さ
れ
る
。 

 

 

『算法点竄手引草』の原文（東北大） 

第２図 反転図 
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（答式）

反転公式から

⑥

⑤に①を代入して

⑤
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とすれば、への接線長を反転公式から、
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すると①を②に代入して整理

②

から計算して、
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が導かれるのだが。確かに③④からは答式

かれるのか不明。この③④がどうして導

④

③

合二件」としてこの後、突然「交商矩

ことが推測される。

えた考に関しても同様な式をとあるから

径交商式」この後「得にまとめたもの。式

の二次。②は①を①は四章の⑩に等しい

②

求得天径式

①

員求矩合弧以天人假

天地
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反
転
図
さ
え
書
け
れ
ば
、
後
は
比
較
的
簡
単
に
求

ま
る
手
法
の
よ
う
で
す
。 

七
章
、『
算
法
雑
爼
解
義
』
の
解
法 

 

こ
の
解
法
は
理
解
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
次
の
よ
う

に
あ
り
ま
す
。 

 

交
商
矩

合
と
は
、

「
極
形
術
」

で
用
い
る

用
語
の
よ

う
で
、
②

の
二
次
式

に
な
に
が

し
か
の
極

数
を
代
入

し
た
と
き

を
指
し
て

い
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
条
件
が
不
明
で
す
。
こ
の

や
り
方
が
わ
か
れ
ば
か
な
り
す
っ
き
り
解
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
結
局
課
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
。 

 

八
章
、
お
わ
り
に 

 

慈
光
寺
の
算
額
の
一
問
目
と
い
う
こ
と
で
、
少
し

こ
だ
わ
っ
て
幾
つ
か
の
解
法
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ

だ
け
を
解
く
に
も
大
分
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
三
～
六
章
の
内
容
（
反
転
法
含
む
）
は
原
文

の
解
読
も
含
め
て
理
解
で
き
た
の
は
幸
い
で
し
た
。

残
念
な
の
は
七
章
の
『
算
法
雑
爼
解
義
』
の
内
容
が

理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。 

と
こ
ろ
で
掲
額
者
の
、
行
英
門
人
の
小
川
町
古
寺

邑
の
田
中
與
八
郎
は
、
ど
の
様
に
実
際
解
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
興
味
の
あ
る
こ
と
で
す
が
そ
の
根
拠
は

求
む
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。『
算
法
雑
爼
解
』
の
よ
う

に
解
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
行
英
門
人
な
ら

意
外
な
高
等
戦
術
の
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。 

 

（
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編
集
後
記 

（
割
愛
で
す
。
慈
光
寺
の
算
額 

一
辺
倒
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
） 

『算法雑爼解義』の原文（東北大） 
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